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　７月になりました。暑さに負けないよう体調管理にはくれぐれも注意しましょう。
　さて、みなさんは「大洗高校ってどんな学校ですか？」と聞かれたら、何と答えるでしょうか。
　「大洗町にある学校」「マーチングバンド部が有名な学校」「少人数の学校」……どれも間違い
ではありません。しかし、それだけでは大洗高校の魅力は伝わりません。
　校長として私の心の中には、一つの大きな強い願いがあります。それは、大洗高校の生徒全員
が、自分の学校に心から胸を張って、「私たちの学校は、こういう素敵な学校です！」と、自分自
身の言葉で堂々と語れるようになってほしい、ということです。
　学校には「学校経営計画」や「スクール・ポリシー」というものがあります（学校ホームページ
に掲載されています）。先生方はそれをもとに教育活動を進めています。しかし、それをそのまま
覚えてほしいとは思いません。大洗高校は、「一人一人が主役になれる学校（生徒全員が主役）」
です。勉強が得意な人もいれば、部活動で力を発揮する人もいます。資格取得に挑戦する人、地域
活動やボランティアに参加する人もいます。一人一人の個性や可能性を大切にし、「自分らしさ」
を伸ばしていく学校でありたいと思っています。
　そして、「挑戦を応援する学校」です。最初からうまくできる人はいません。失敗してもいい。
挑戦した経験は、必ず次につながります。先生方は、みなさんが一歩踏み出す勇気を応援したいと
思っています。一時間一時間の授業を大切にしながら、自分の成長を振り返りましょう。
　

「大洗高校ってどんな学校？」～みなさんなら何と答えますか～

新堀　隆久
に い ほ り た か ひ さ

お お あ ら い こ う こ う が っ こ う な ん こ た

　
 さらに、「地域とともに成長する学校」です。学校の中だけが学びの場ではありません。ながみね
探究での地域の方との交流やボランティア活動、さまざまな体験を通して、人とのつながりや社会
の中で生きる力を身に付けてほしいと願っています。
 この三つを一言で表すなら、「誰もが主役になり、挑戦し、地域とともに成長する学校」それが私
の考える大洗高校です。もちろん、学校をつくるのは先生方だけではありません。毎日学校生活を
送るみなさん一人一人です。みなさんが友達を大切にし（友との協和に心がけ）、挑戦し、昨日の
自分を超えて（輝ける明日を創ろう）自分らしく成長していく。その姿が、大洗高校の魅力になり
ます。これから学校説明会や地域の行事、面接などで、大洗高校について尋ねられる機会があるか
もしれません。そのときには、ぜひ胸を張って、「大洗高校は、一人一人が主役になれる学校で
す。」そう答えてもらえたら、校長としてこれほど嬉しいことはありません。
 「大洗高校ってどんな学校？」――その答えは、みなさん一人ひとりの日々の姿そのものです。ぜ
ひ、自信を持って私たちの学校の魅力を周りの人に語ってください。みなさんが胸を張って語る言
葉が、大洗高校の新しい歴史と誇りを創ります。大洗高校は一生みなさんの母校です。これから
も、みんなで最高の学校を創り上げていきましょう！
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